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①第三者評価機関名

②施設・事業所情報

名称：

代表者氏名： 69  (70 ) 名

所在地：

TEL：

　職員数 常勤職員： 14 名 11 名

　専門職員 保育士 16 名 1 名

看護師 0 名 2 名

用務員 1 名 1 名

　施設・設備
　の概要

居室数： 設備等：

③理念・基本方針

栄養士

調理員

非常勤職員：

保育室4室、調乳室、
保健室、食堂、厨房、
更衣室

運営方針　子ども一人一人を大切にし、保護者や地域からも信頼される保育所を目指す
保育方針　園と家庭とが密接に協力して、豊かな情操と自主性を培う
保育目標　よく遊べる子・自分も友だちも大切にできる子、自分のことは自分でできる子

種別：

　経営法人・設置主体（法人名等）：

　開設年月日

ホームページ：

235-0022

園長 多田　淳子

神奈川県横浜市磯子区汐見台2－2－1

一般財団法人　神奈川県団地住宅福祉協会

1975年8月1日

045-761-3311

定員（利用人数）：

第三者評価結果報告書

株式会社　学研データサービス

園庭
乳児・幼児トイレ、沐浴室
地下室

事務員

【施設・事業所の概要】

汐見台愛育園 認可保育園
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④施設・事業所の特徴的な取組

⑤第三者評価の受審状況

1 回 （ 2017 年度）

⑥総評

◇特長や今後期待される点

◆自己評価と課題に対する取り組みを保護者と共有できています
　保育士の自己評価（チェックリスト）は「はい」「いいえ」の二者択一で行っています。また、保育園の自
己評価は、職員のチェックリストの集計結果の平均値をもとに、4段階で評価を行っています。また、評価結果
を踏まえて、総括として「自己評価・振り返りと今後の課題」にまとめています。例えばコロナ禍での「行
事」については「子どもたちが達成感を味わえるよう工夫し、考えていく」「行事があるからやるのではな
く、(中略)経験を積み重ねていくことが大切」など、課題に対して、職員がどのように取り組んでいるか、可視
化できています。総括を示すことで、コロナ禍での子どもの育ちについて保護者と共有できる試みとなってい
ます。

　汐見台愛育園は昭和50年8月開所の私立保育園です。近くには自然豊かな公園が多く、散歩コース
に恵まれています。園と家庭とが密接に協力して豊かな情操と自主性を培うことを保育方針とし、保
育目標に「よく遊べる子」「自分も友達も大切にできる子」「自分のことは自分できる子」を掲げて
います。異年齢での活動や季節の行事を行うほか、発表会、人形劇や移動動物園を毎年行うなど、思
いやりや感性を育てる保育をしています。園庭にはジャングルジム、太鼓橋などさまざまな遊具があ
り、年齢に応じて遊びを楽しんでいます。0、1歳児と4、5歳児はそれぞれ異年齢で活動していま
す。そのほかのクラスも異年齢で活動することが多く、七夕やひな祭りなど暦に合わせて行事を行う
ほか、人形劇を見る機会も作っています。クリスマス発表会では、子どもたちが日ごろ親しんでいる
曲を選び、歌、合奏やダンスを披露しています。移動動物園では、モルモット、うさぎ、ぶた、やぎ
と触れ合い、ポニーに乗るなどの体験を通し、命の大切さに触れる機会を作っています。5歳児は夏
に一泊保育を行っています。これらの体験を通して、子どもたちは豊かな感性をはぐくみ大きく成長
していきます。

　園では子どもたちの成長にとって食生活は大切なものとして力を入れています。旬の食材で手作り給食を提
供しています。ひな祭り、子どもの日、七夕、七草などの行事食を提供しています。七五三にはお赤飯、七夕
にはそうめん、また各地の郷土食、芋煮なども提供しています。小遠足の日にはテーブルと椅子をテラスに出
して食事をすることもあります。また、子どもたちが食に関して豊かな経験ができるよう、年間食育計画を立
て、子どもたちの様子を見ながら振り返りを行っています。0歳児クラスから野菜などの食材に触れたり、そら
豆やとうもろこしの皮むきなどのお手伝いをしたり、年長児はおにぎり、味噌づくりなどの調理保育を行って
います。

◆コロナ禍の黙食の中でも楽しい食事をモットーに工夫しています

（契約日）～

2023年2月13日 （評価結果確定日）

　評価実施期間 2022年8月18日

　受審回数（前回の受審時期）
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⑦第三者評価結果に対する施設・事業所のコメント

⑧第三者評価結果

　　別紙２のとおり

　当園は、昭和50年8月の開園以来、「園と家庭とが密接に協力して豊かな情操と自主性を培う」の
保育方針に基づき、子どもたちが主体的に活動できる様に、又、自然との触れ合いの機会なども積極
的に持つなど、子どもたちが「遊び込める」環境を大切に保育活動を行ってきています。
　今回の第三者評価では、今迄の当園の保育の振り返りと同時に今後の「保育の質の向上」に向けた
課題も明確にされましたのでこの結果を基に、これからも当園の保育の原点を大切にしながら更によ
り良い保育活動を目指し、職員一同で努めて参りたいと思います。


